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漆芸の名工で国学者/辻 丹甫(1722～ 1805)

丹甫は現高岡市辻の出身で、高岡工芸漆器の祖と
されます。幼少時、須田の長念寺に養子に入れられ

ますが、のち実家に戻され、高岡御馬日」町に移つた
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彫りする技法)などの技法を高岡にもたらしました。
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伝社丹甫作
通町御草山後屏(部分)
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